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”バイオ MEMS の拓く異分野融合研究”、
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日刊工業新聞、

「1 分でコカイン検出〜手のひらサイズの装置開発」
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可視光応答型光触媒加工製品を病院内の各所に設置し、

その抗菌効果について試験を行った。 

石黒　斉、中野　竜一、姚　燕燕、梶岡　実雄、窪田　吉信 
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挙

濃度領域で細孔配列の規則化が進行することが明

らかになった． 

も
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ア，周囲にＡｕのシェルを有する同軸構造の形成を
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２

電極上におけるよりスムーズな物質拡散が可能とな
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金属―ポリマーナノコンポジット構造の作製 
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（突起径 ： 左から 50nm, 65nm, 90nm） 
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径を 90nm として，突起高さを 120nm，150nm，200nm と変化
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化学的に溶出させ，スポンジ状の金のナノポーラス構造を形
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終了



－ 83 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 84 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 85 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 86 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



重点研究室　透明機能材料グループ
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Fig. 2 SrTaO2N 薄膜の断面 TEM 像(a)と電子線回折像(b) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 3 SrTaO2N 薄膜の圧電応答のヒステリシスループ 
 
また、これらの薄膜について、共鳴 PFM 測定を行ったところ、

いずれの試料においても、明瞭な分域像を書き込むことがで

きた。また、圧電応答のヒステリシスループを得ることにも成功

した(Fig. 3)。従って、作成した SrTaO2N 薄膜はいずれも強誘

電性を示すことが確認された。 
次に、SrTaO2N の比誘電率 ε と膜厚の関係を Fig. 4 に示す。

膜厚が 50nm 程度では、ε は約 200 で、バルク体のほぼ 1/10

の値しか示さない。しかし、ε は膜厚の増加に伴って急激な増

大を示し、膜厚が 300 nm ではバルク体と同程度の大きな値

（>2000）に達した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 4 SrTaO2N 薄膜の比誘電率 ε と膜厚の関係 
 
４． 考察 

上記の実験結果より、膜厚の増加に伴って、エピタキシャル

歪が緩和し、比誘電率の値がバルク体に近づくことがわかった。

これは、SrTaO2N の誘電物性とエピタキシャル歪の間に何らか

の相関があることを示唆している。このような相関の微視的な

起源について、現時点では完全な理解に至ってはいないが、

一つの候補として、結晶格子中の窒素と酸素の配列と格子歪

の関係を検討している。 
SrTaO2N の結晶は TaO2N 八面体が 3 次元的に連なったネ

ットワークから構成される。各 TaO2N 八面体には窒素が隣り合

った頂点を占める cis 型と向かい合った頂点を占める trans 型
の 2 通りがあるが(Fig. 5)、安定な結晶構造は両者で異なる。

Page らによる第一原理計算によると、バルク体で安定な cis 型
では c/a < 1 となるのに対して、強誘電性を示す可能性がある

trans 型では c/a > 1 となる[5]。ここから、SrTiO3基板上に作成

したSrTaO2N薄膜では、基板からの面内圧縮歪みによってc/a 
> 1 となるため、trans 体が安定化されるのではないかと考え

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 5 (左)cis 型 (右)trans 型 TaO2N 八面体 
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有機系太陽電池評価
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　有機系太陽電池は従来のシリコン太陽電池に比べ、カラー化・フレキシブル化・大面積化や高速印刷製

造が可能といわれており、製造時の CO2 排出量が少なく原材料の資源的制約も少ないため低価格で大量生

産し易い利点がある。反面、素材が有機物であるため、基本的に加熱や酸化雰囲気下での堅牢性に難点が

あり、変換効率と耐久性の改善が実用化の課題となっている。 
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き行った。また、これら測定精度の向上と不確かさの

程度の減少により、太陽電池性能評価の信頼性向上

に取り組んだ。この目的のため、平成 23 年度には、



N
or

m
al

iz
ed

 E
ffi

ci
en

cy

Temperature [℃]

Irradiance [sun]

I r r a d i a t i o n  [ m W / c m 2]

I r r a d i a t i o n  [ m W / c m 2]

N
or

m
al

iz
ed

 E
ffi

ci
en

cy
Cu

rr
en

t d
en

si
ty

 [m
a/

cm
2 ]

Isc→Voc

450nm
550nm
750nm

450nm
550nm
750nm

Voc→Isc

Isc→Voc

Voc→Isc

Cu
rr

en
t d

en
si

ty
 [m

a/
cm

2 ]

－ 107 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24

N
or

m
al

iz
ed

 Js
c

Sample

I-V
IPCE(DC)
IPCE(AC)

1.20

1.15

1.10

1.05

1.00

0.95

0.90

0.85

0.80



－ 108 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24

T
target(T)



－ 109 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 110 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 111 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 112 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 113 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 114 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 115 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 116 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 117 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 118 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 119 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 120 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



健康・アンチエイジング
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鉄過剰実験実施の背景

小腸における鉄の吸収

〜
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 ２．１．１ a)と同様である。なお、血液は、200µlの全血

を 800µlの TRIzol LS Reagent（Invitrogen 社）に懸濁後、

定法に従ってtotal RNAを抽出した。  

b)
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肝臓を用い、



－ 133 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 134 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 135 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 136 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 137 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 138 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 139 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 140 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24

／



－ 141 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 142 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 143 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24



－ 144 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24

荒木　真由美、青木　信義、廣川　隆彦、瀬戸山　央／神奈川県産業技術センター 

C57BL/6NCrSlc （CE-2、

（TBIL）、 （DBIL））
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* 図 6 にも示した。

影響

TC＊
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